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３ 要 旨 

  ホウレンソウ連作畑での苗立枯病の回避技術として、移植栽培法を検討した。 

(1) 育苗は200穴のセル成型トレイで行い、培土にス－パ－ミックスＡを、覆土にバ－ミキュライトを用いるこ

とで、出芽率が高まった。また、出芽揃いを良くするには、種子を催芽し芽が切れた状態で播種することが

効果的であった。 

(2) 移植栽培によって在圃期間が短縮され、年間をとおしての収穫回数が多くなり、商品価値の高いＭＬ収

量は直播栽培に比べて向上した。 

(3) 直播栽培は、苗立枯病の発生で多くの欠株を生じた。これに対して、移植栽培は、本葉2～4枚の苗を

移植するため、苗立枯病の発生が見られなかった。 

(4) 以上のことから、ホウレンソウ連作畑で苗立枯病が多発している場合は、移植栽培を補完的に組み入

れることにより安定生産が図られる。 
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